








































































荒川三山 （悪沢岳：3,141m, 中岳：3,083m, 前
岳：3,068m） 南面には、西から順に前岳南東圏
谷・中岳南東圏谷・悪沢岳南西圏谷の南東に開






















図 1　調査地域の位置 （a・b） と地形・地質 （c）
Ka：甲斐駒ケ岳　Ki：北岳　Si：塩見岳　Ak：赤石岳　Te：光岳
1 .山頂と稜線　2 .河川　3 .圏谷　4 .古期端堆石　5 .砂岩・泥岩互層および同起源の混在岩　6 .緑色岩類　7 .赤色チャート
8. .泥岩および泥岩優勢の砂岩・泥岩互層　9 .砂岩優勢の砂岩・泥岩互層（5-7：白根層群［白亜紀］、8, 9：赤石層群［白亜紀］）
A：前岳南東圏谷　B：中岳南東圏谷　C：悪沢岳南西圏谷




清水 （1983）、高田 （1986, 1992）、柳町・小泉
（1988）、長谷川 （1996） を、岩石氷河の判読に










































1 .荒川岳期 3圏谷壁 (最新期圏谷壁 )　2 .荒川岳期1・2圏谷壁 (新期圏谷壁 )　3 .谷頭氷食緩斜面　4 .荒川岳期 3堆石（a堆石）
5 .荒川岳期 2堆石（b堆石）　6 .荒川岳期 1堆石 (c堆石 )　7 .岩石氷河　8 .風衝砂礫地　9 .砂礫地・ハイマツ指交斜面



















































































































a1堆石 （Locs.4, 19）、b堆石 （Loc.20） において、
その構成層を確認し、記載した。
a2堆石構成層

















た （図 2、写真 2）。しかし、外縁部のリッジと
圏谷底との比高は最大でも 5m程度で、内部に
永久凍土の存在する活動型・停滞型の岩石氷
















































（清水 1983）、北アルプス笠ケ岳 （長谷川 






















































1 .リター　2 .腐植質層 （黒色）　3 .腐植質層 （暗褐色）　4 .細砂　5 .シルトおよび砂質シルト　6 .火山ガラス （K-Ah）


















石（Locs.11, 12, 13）、c堆石 （Loc.14）、植被周


































































（Locs.11, 12, 13）、c堆石 （Loc.14）、岩石氷河
（Locs. 7, 8, 9, 10）、および砂礫地・ハイマツ指
交斜面 （Loc.1） においてシュミットハンマー反





調査地点番号 地　形 平均値（mm） 標準偏差 モード（mm） n＝
loc. 14 c端堆石 3.17 0.38 2.6－3.0 10
loc. 12 右岸 b端堆石 1.81 0.28 1.6－2.0 25
loc. 13 右岸 b側堆石 1.82 0.24 1.6－2.0 25
loc. 11 左岸 b端堆石 1.74 0.26 1.6－2.0 25
loc. 5 左岸 a端堆石 1.21 0.18 1.1－1.5 25
loc. 3 右岸 a端堆石 1.24 0.21 1.1－1.5 15
loc. 8 岩石氷河左岸 1.32 0.41 1.1－1.5 10
loc. 9 岩石氷河末端 1.22 0.14 1.1－1.5 25
loc. 2 新期平滑斜面 1.18 0.15 1.1－1.5 25
























































アルプス （小疇ほか 1974；伊藤 1982；Ito and 
Vorndran 1983；伊藤・正木 1987b；長谷川 







岳 （神澤・平川 2000） における氷河前進期と
は、古期が䉤沢Ⅰ期に、荒川岳期 1・2が䉤沢
表 2　各氷河前進期における氷河末端高度と雪線高度
氷河前進期 前岳南東圏谷 中岳南東圏谷 悪沢岳南西圏谷
荒川岳期 3 2,810m（2,935m）2） 2,840m（2,950m）2） 2,740m（2,870m）3）
荒川岳期 2 2,730m（2,895m）2） 2,650m（2,855m）2） 2,500m（2,810m）1）
荒川岳期 l 2,500m（2,780m）2） 2,320m（2,720m）1）
古　期 2,060m（2,590m）1）
（　）内：THAR法（Toe-to-HeadwallAltitude Ratio＝0.5）により算出した雪線高度．
SLA＝（AU－AL） × 0.5 ＋ AL
SLA：雪線高度　AU：氷河涵養斜面上端高度　AL：氷河末端高度
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